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Abstract : We focused on mountain roads with excellent 
views and clarified the structure for evaluating view roads 
by text mining analysis. The directed graph was created 
by the DEMATEL method, which was the graph theory, 
using the word-of-mouth data of travelers. As a result, 
there were two factors that led to the establishment of 
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1.　はじめに  
　国内にある「絶景の道」などと呼ばれる風光明媚な道路（以
下、眺望道路）は、景観面だけでなく観光面での評価も高い
と考えられる。眺望道路の評価構造を分析し、道路景観の在
り方について知見を得ることで、地域の価値向上に効果的に
寄与することが出来る。
　近年、自然言語処理技術が進歩し、アンケート等での自由
記述やヒヤリングのデータ分析の再現性が確保され、分析
データとしての価値やこの自然言語処理技術としてテキスト
マイニング手法を用いた分析の関心が高まっている。そこで、
本研究では眺望の優れた山岳道路を対象とし、観光向けの口
コミの文章から多数出現した同一概念のキーワードを抽出
し、テキストマイニング分析により、評価構造を明らかにす
ることを目的とする。

2.　先行研究のレビュー
2-1  都市・景観イメージ分析
　森田ら [1] は、都市・環境のイメージを把握するため対象
地域でのアンケートを元に、水・緑環境に関する上位の頻出
用語に注目し、共起ネットワークを制作し、出現する用語を
視覚的に表した。その結果、都市・景観イメージは、個人属
性により異なる点と共起する部分を明らかにしている。しか
し、関連する用語は確認できるが、因果関係は明らかにはで
きていなかった。 
2-2  観光に関する口コミ分析
　藤本 [2] は、観光客の継続的増加の要因を探るため、老舗
旅館のクレーム、アンケート等の文字データを元にテキスト
マイニングで評価分析をし、共起ネットワークを制作した。
頻出用語上位 150 語から「料理」、「景色」等の 6 語につい
ての文章を調べ、その中からネガティブな表現を抽出した。
この分析結果を元に分類分けグラフ、その口コミを抜粋した
表を制作し、因果関係を明らかにした。しかし、因果関係の
強さまでは明らかになっていなかった。 

3.　テキストマイニング
3-1  山岳眺望道路の事例収集
　対象観光地は日本百名道 2020[3] の山岳道路として選出さ
れているものを参考とした。眺望道路事例はじゃらん観光ガ

イド口コミレビュー [4] を対象として 34 ヵ所の観光地、計
4282 レビューを収集した。
3-2  キーワードの集約と集計
　テキストのキーワード化・キーワードの集約するために
KH Coder を用いて紹介文から多数出現するキーワードを抽
出した。同一の概念のキーワードを集約として選出 ( 表 1) し、
Excel を用いて頻出回数、関係を示した集計表 ( 表 2) を制作
した。また、頻出語上位にある「車」等の共通の概念は集約
ワードから除外した。集計表では、集約キーワード間の関係
の方向性を把握するために集約ワード A の後 5 単語以内に集
約ワード B が出た頻度を入力している。

3-3  テキストマイニング
　表 2 をデータとして、グラフ理論 DEMATEL 法により有向
グラフ ( 図 1) を作成した。原因要素が強いワードがグラフの
上部、結果要素が強いものは下部に配置されている。ワード
間を矢印でつなぐ際に、頻度によって大きさ、太さ、そして
色を変えた。これを元に評価構造図 ( 図 2) を制作した。眺望
道路の成立要因は、「紅葉」や「景色」、「スカイライン」が
原因要素 ( きっかけ ) となり、「季節」、「ドライブ」、「コース」、

「( 景色が ) 最高」 「思う」 「楽しい」が結果要素 ( 感想や行動 )
であった。
　眺望道路の評価を高めるには観光施設も重要だと考え、環
境施設に関係するデータだけを用いて、同様に分析し、評価
構造 ( 図 3) を作成した。原因要素は「温泉」 や「カーブ」、「無
料」となり、結果要素は「ドライブ」からの「コース」だった。

Evaluation Structure of View Road Analyzed by Text Mining 

the view road.  "Trigger factors" was autumn leaves, 
scenery, and skyline. "Factors of action" was seasons, 
drive courses, and wonderful 

表 1　キーワード集約
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4.　おわりに
　本研究では山岳の眺望道路を対象とし、観光向けの口コミ
文章をデータとして、テキストマイニングにより評価構造を
探った。原因要因では「紅葉」が上位にあり、眺望道路の主
な観光時期は紅葉の時期である 10-11 月と合致することか
ら、旅行のきっかけとして重要な要素であることが分かった。
また、「スカイライン」から「ドライブ」そして「コース」 「楽
しい」の構造があり、走りごたえのある道路が評価されてい
る事が分かった。環境施設では、「温泉」 「無料」が原因要素
となっていることから、温泉や無料道路も旅行のきっかけに
なると考えられる。
　今回、集計表にまとめた頻度は、ワード A の後に出現した
ワード B の数であり、必ずしも A から B への因果関係がある
とは言えない。今後は、因果関係を容易に判定する手法の開
発が必要である。
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表 2 集計表

図 1　有向グラフ

図 2　評価構造図

図 3　評価構造図 - 環境施設

PA-08 日本デザイン学会 第69回研究発表大会

© Copyright - JSSD - PA-08 -


